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アカシア類凶;条試験1訟の林分の成長と生産構造

竹 ;Js 右1)

Takashi ANDO and Ikuo TAKιucm: 

Growth and Production Structure りf Acacia mollおsima VVILLD , and 

Acacia dealbuta LINK in Saijo Experimental Stand 

芸5 EZ ‘辺lY'! )!;j.JiJI育成休業技術日〉後\'r fと関するi(!f況の a裁として 1963 6jè;誌に.tlitl殺された羽主主

試数料1の 5 :trg のそリシずアカシアとフサア力シアの1半分成長と fJ 辺機を 1967 年 11 月 ;ζ 調去し

た。 総裁?f.T"1Jt(え伎とも 2 ， 000;半:/ha (Ploτ1- A) と 4 ， 0007'-:íha (l'lot 1-B)であっ行。

各プロットにおいて，会」土木の元筏のを(j なうとともに) 1 yljおきに~ WJ~[(:数のÎ，f.木につ

いて約河とら(f高の測定を行なっ允。また，プロ> t について， 8 本ずっと二本木をi忍び\賭YllJ刈JR

ìUとよ て，校m 紫，花見1こわげてg 窓滋を測定t_，.中;;;1[:滋 lと換算した。また九ツ..'臼" !、の;{~;~

ノr木のうち 3 夕立ずつ絞を主打取り 1在最受注Ijíi~ した。 t!~!守 iW:Q)推定;士約;日:際政:溢上ヒ推定によった。

_}~j1!村肢はそリシマアカシア O_) Plot 1-A で 28m 3/ha ， l'lot 1. ....B で 47m 3/ha ， :7サアカシアの

P10t l-A で 33m 3/ha ， Plot l-B で 37m 3/ha で ιちった。

全号mrl ftl1，ま滋とも 30~4() ton/ha で，モリシマア J] シアとアザアカシア Gl) 5 6V!tご林分の{i立とし

ては{!μ') c }~-~ JIt ~之モリシ7アカシア 2'~ :l ton!ha , ブサアカシア 3 ton/ha IEJであったの

l'凶4七バJ1j“Ii{，
;にと Jよm つて5ヨl、宛 iさF れ fたι白幹トの E法:fはま' ゴモ二ザシ 7 アカシγ3， 5~3 闘 7m3め!戸tωOI1f& y r.け， 1. 9~2. 0 to忽 ItO!l 陶 yr. ， '7サ

ア刀 νァ 3 ， (j '~'L 4. rn s，九on ・ yr. ， 1.5'-"'10 7 túnjtûn"'y.r，であった。

はじめに

る liJ円分;のの1として設jJ:された，ア刀シア矧凶条試験地において F

林分の成長てかi治会;;!iH干したので，その結換を報告する。

このぬWliむ設定3子治純一112〉で述べたょっ l心 1963iF:{:;.:MU& されたが， 1968\ド 2 ノi] 15 I1 のFそがよ降守口と

より大波ぎなうけ，試験を総統 rる」とができなくなった。し允がって， 1967';f11 足下旬から 12ノ1 ヒfなに

かけて行なったこの iU~)J:ftは，この試験112の中本分Jj)(J互に潟、ずる[:Ji;j1iとしては議終的なものとなった合試験地

のこれまでの経過は設定経過従λ吃、参照されたい。

1 試験士哉の概饗と調査法

試験地の概婆

と長谷山間f:rネオqとあるの丸山試験[S:LL 瀬戸内海lご

向かつて流れる小jI1;~:.--I-]i心として，右J!iê(土Pì1f'fiWÍÎi劦'Efi� , li.洋は北京ífíí科 iüi í'Þ らなり，傾斜はともに:訟であ

1972"手(j ,:l 21 r斗受1]1

(1)ト~:!Z JJà 防法林i汚



-150~ 

話t 将 li間交区
Sp日cies Piot 

モリシマアカシア �->-;¥ 
Acacia 問。llissi拙a ト -B

フサアカシア ]-A 
Acacia dealbata 1-B 
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Tabie 1.判定 M，分の概況

Status of observed stand 

る。長谷rll試験院は，丸山試験区の災1. 5 km のとごろにあり 3 中央吋乙 i湾海;こ小氾iλそもったなだら

かな北部斜 íJiïである c ζ の?報担〈子令予tj

;設交〉定ζされた p目J丹10似t 1一A> (α2 ， 00∞0;本;j本1ド立 l治ha 績裁〉 と PlくO叫}比t 1ト一 B (件4， 00∞O，{トいi川Iha 儲;i絞!t法;支えUtにこついて， フサアカシアは長

谷山試験lXの海抜約 200m のととろに設定された Plot l-A (2， 000*/haHil裁)と P!ot l--B ('1, 0ωペ叫i

ha 総裁)についてのもので) ri局計:林分の概況はすable 1 のとおりであった。

樹磁|調査区

Species 

モリシマ
アカシア

Plot 

1--;¥ 

Acacia 1-]3 
mollissima 

ブサアカシ

Acacia 
dealbata 

1-/¥ 

樹高

No. Height 

Tabl日 3，様本木の

孔/feasured data of 
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調査法

継続調査の行なわれてきた 30x30m のプロット内の会j'[水について駒山J直径を測定し 1 亨ljおきに約

半数の立木の樹高と校ド高を測定し， )狗f，五夜後分:fj:i Oコ全体にわたるように成長状態の似かよったj河 ~H村、分

から，各プロット 8 本ずつの標本木をJiliiんだの 桜木木は 1 本ずつ叔ぎわから伐任IJ し， )手さ 1m どと思Wjj)j

取法8) ~ζ よって，幹，校，主主，才s午に分けて!lJ詮議そ測íi三した。また"，1tプロットの襟本木の大，中，ノ)\3

ヌj\:については校を綴りあげて計議した。根の予怒り;取りは， t)ÿiホ;ァ!てを中心 iとその占有面積を 2， 000 本総栽[廷

は5 m 2, 4 ， 000 本総裁rx は 2.5m2 として方形の範邸内 Jとある根は，その絞であるものとした υ 現実総皮

!とより占有I百l穏をとらなかった盟 iおは，隣接オてに接近しすぎて過大な依iとなる J弘台が多いと判断したこと

による。各部分からは乾主主遼算定問の資料を持ち:切り，乾重ヰ、tを求め ， Sr外でえた!U~U立のデF タをすべ

て乾?室長;に換算した。 本字誌での室長ーデータ iむすべて絶乾蕊準で訴し7こ。

}胸高麗筏の分布と標本木調査資料

;1:した{践であり，最近 1 年間の斡材をき成長議 lむ 1 &fiìíJの yji:l幹解析でえられた(立から，

より$，í

1 

胸高i立筏の度:数分布を Table 2 (と， Table 3 Iと ;Jミす。

&f.tllJでは大きくかわらないものとして) 1 し含 との芳によって求め

,. 
，'-。

立現存量と純生産

現存雲量

おのおののプロットの現存怠は Table 4. '-~ 7 0) とおりである。現存;震の捻ノどは胸高砂r(fij総比推定法1)~こ

Table '1. モリシマアカシア 1- A ['S:の現得議;

Standing crops in Plot l-A of Acacia mollissima 

Layer 

j凶 M
M
M
M山沿

い
何
削
明

、F
山
品
川

A
r
-
-

話

t

J出
h
一

i
f

妻

、0
.
m

全
っ
w

1. 2へ~2. 2 0.02 。‘ 3 。唱 15 3.2己 3.42 5.58 

2 ， 2~3.2 0.01 0.2 O. ¥9 2.72 2. ヲ2 LL 5ヲ

3.2~4.2 。‘ 10 0.6 0.82 2. 18 3-10 3 旭 43

4.2ヘノ5.2 0.21 1.6 1. 23 1. 52 2.96 2.28 

5.2八~6. 2 0.24 1.9 1. 28 LC つ 2‘ 52 1. 40 

6.2へ-7.2 0.60 4 首 l 1. 32 0.52 2. 0.74 

7 聞 2~J8. 2 0.57 4.0 0.78 0.23 1. 58 O. つ7

8~2~9.2 0.37 2.0 0.42 0.08 0.87 0 , 0:-) 

守 .2 0.04 0.3 O. 。.06 寸→

2 ‘ 1 凸 15.0 ム 29 15.64 24. 11 * I 4.81 

キ j霞別の地上部主主IC は;Jt芽還を加えていないが令黄色上部廷には加えてある。

Amount of flower bud is not added in amount of above-ground part of each layer. but, i8 added 

10 amount of total above-grouud part略 50 ， the su悶 of amount of above-ground part of each layer 

not agreed with amount of total above-ground part. 
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ょった υ 平 守口;1..:'丘) -:./ ".7 アカシアヲブザアカン γ 止もど泌氏が多く?と;ilJ、℃知らオ γ乙し、る ι 川、付

との関係と i二を示した。 モ I1 シマア 77 シァ 1 A IX 5, GO m 3iha , 1 ~EliX. 9.3i 

1113/h3 -，九 フサアカシアト-./\. [K 6., 51 m i3/ha , 1-....-B i~ど 7.39 m3 ， h丘でち J これらのゴ(まう } .. :'~;1<12) 0) 

モリシマ 797J:ノア， )民ふ:ゅ 111 本2) 0) ブザリアカシアに JL<ると小さなであるィ、

~: ~U. ll， fIt _tt~~ りつむ(jw] はフモリシマアカシアではとれまでに らずしている粉山氏以

くザ…長女 !J fL77九 Y サアカシア vじは/ci';J!!Jj二 もに七 000γ叫えはが 2， 000 ~+決心北沢 J: りヤ、

モノドしt..~ -.このく~ >.1: 1 ふ

。〈〆"

1. 2"'"2 , 2 

2.2'..3‘ J 

3. ヨヘノι2

4.2 、，

もょん， 2

入.'、，-..8.

n n ハヘo. ^、、'ヲ .L

2,000 )↑川悦!記長止ょし 4， 000 本のい花ノゲわやf見山、

Table 弘 と)会マアカシア l"'~ß 1><(つ ι

St品nd日1(; crops in Plot 1.g of .Acacia mo劦issima 

本 Tab1e 4 の!限JiHs!山口 See the foot note of Table 

Lay日γ

c 、〆 1 ， 2

1 勺 へ勺
u 、，

2 

守う".' ~ウ

2'"、(入 2

Tahle 6. フ庁、ずカシアミ~'A

Stancl.絜g crops 匤 Plct 1. A. (lf Acacia dea/buia 

事 '1、able 4 の訟だiっ See the foot llote of Talヲ 1" 4. 

と;ご;i\~1 にi

2ヲ ι19

ヌ/九 L", . .)で〉 υ ノ〈

rィ Q 【

2.69 

γf 

r 只

0(; 

。せ 0'[



154 - 林業式波fi;j研究ね 252 i} 

Table 7 ア ij アカシア 1--B 1< の:J3(11~子滋

Standing crops iτ} Plot 1-I3 ()J Acacia dea!bata 

1. " 
。 rν 、 o ムつ同 dァvミ 勺‘円 、 7, 30 

つ‘ 2'~'-~ .3目 2 ().Ol y [ )CA 、 y， dハf メノ1 己 .02

3.2八J 4.2 0.04 7 ハ._. つ 7 1. 95 、 4.87 

ムハ"....._.' ::)ー, ←ハJ 0.21 15.6 ハ()， 9~ i ‘ノ ? "司3

5‘ 2... 6.2 。 40.7 j" ]8 。> 99 2，ヲ 2. ; 1 

6. ハ:(， r...._. 句んぷ、 〆、岨守/6宅 己6.5 Tよ ， ~J~ 叫 0, 58 己9 L 1 ノ1

7.2-.. 8.2 ハU. /γ4 υ55.3 、 0.98 O. 1. 95 0.39 

"jへ，守.2 。. 30 2乙 6 0.44 0, 。巳 78

本 TabJ.e 1 の刻注参 See the fool. note of Table Ij, 

えられる。 2， 000 ~;/ha 文 (Plot 1. ll); 11 ， 000 ぷ/ha +d')えは， (Plot 1 B) はいすれもはが完了

し，日深川!も(/)..られるが，~lili~ (.(あるが，その~Q~説、はそれぞれモ;リシマアカシア、C 2. 16 ton!ha , 3. 15ton/ha, 

フザアフJ シナ 2. 87 tonjha , 2.75 tcm，!11éJで ; y~~+~ 1;;) カ:匁しザぐいる jL州のそリシマアカシ TCノi) J~~'~，言 8..10

t011魚日〉永 λ “:1 1 本 2;， f)"-) 減;人して'1、るブサアカシアの 4. 6.._ 6. 9 tDn!h江{と iじくると著しく低し、主主である。

この阪 lfi\ として， ζ れらのはう士は 1967"r: 1 - 2 月 V;K;\;てをうけp と<こ刈tL../:lî 4n1 以下 O) j}';が大きな t!.:t託子

そっけて;ぶれたという ζ とがあり，またミノムシによる認を /;1切こうけていることが巧えられる。立

た只;十三エ2) Iむ天 /Þ:! lJl.7i cと〕モリシマアカシアの 4 <,< 5 与えi二打、地で， .(谷 lと /;fイヒ裂とばれる洛}~ÙI 羽家のあ

ることなお似し，そのベ?を!Jiljf.'1 ぅ?の欠とによ(ておこるも I)_) と花じtl L.，ている。したが v て，表分 j<之に

よる誌繋

呆を ij íJ ì主の f*分からら と ~1ci 会政吉すする必主Eさがあろう。

;仕え設に dついては3 モリシマアカシアは rtぷl~) の 1iltî. ~ζitべるとィ:いノにさ i;;_ ftc となったが3 ブサアプJ シナは

• ，[(;;{;2) の立
7.2.8.4 くらし、 0)右えとた~ U, • LLl本止のフサアカシアの Tjlミネは 2.3 奈川いている。今の肉王立*/:i

よ i によるとこ~ ":'E リシマアカシアの抜本木について TjR ヰジみると Plot l-A で S.6..5昆 8 ， Plot 1 ... B'で

3.1.. [)。色村、う}(?~ついてみると 5. ひと 4， 6 であり v ブサアカシアの鈴木ヰ:についてみると， PIc:t 1-/\ で

2.4へ.4.5 ， 1'10t 1.-13 で 4. 5..，ら， 0，、分についてみるとムりと 4. 2であ〕た。このような T!R~:夫υ))~ き 7iCJ窓

、 、 1.'" 守 、一ー , , 
h 、刀↑ぺ .tfrf. ~二;ノ〈さ じたものと弓又られる刀ら とのとィL については似の問うな J:'L~ をに二料 ζ照合すると

!iぴ}fi-(. J ぷj{ì泊){之一般針 !:-I~td についTTi氏、宇治、総tc， 1、ふ齢ザ伎によって/\きくからないとえi3べてい

るが?アカシア郊については， とのようなブイ4 ピよヮて TjR if\がどのような傾向をもつか会後日すしなけ

t しばならなし 1

lilti判手nのブロブトごとのち了認の没日ノεlrizu:へ 2/じノk 、 iノ午j と;とおよび ~_T u ''/ t' あたりのぞを
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Fi必 4. フサアカシアのブロヴトあたりおよびノっく\Fhf:fごと
(ロ己ペー l土 Fig. 1 と[r，j じ)

Relativ巴 proportion of the bíomas，ヨ ()f e乳c11 trεe organ per plot 

and pεr hol.izontal 1aye1' 0:[ Acaど:ia dealbala (Notatiolls aτεt110 ,mme 
as � Fig , 1)曜

思コ配分:ネを Fig. 3~~ ，---4 シJ，す。モ 1) 0/"7アカシアで;土 4， 000 木地裁阪が 2， 000 木村先決区 lご比べ， ?:支挺

の直己が上部に祭 111 し，緊 11\1 ぽで l怜の占めるが多く，政治況で校のr'.1 める間合íÒ~多い í(i!li引がああが》

ブサアカシアではも 000 )，;櫛 ;1&i;;C，:: 2. 以河本名!'I I&!ズピノ\きな傾向のぷ;いがよ!められなかったっ担n司\I :\J の)!主

いとしては，モリシマアガシアはプガアカシアにjおベペコ1}よ存 ~å l-(文Jする幹の占める 1i~日たがノにきく，フサア

カシアはモリシマアカシJ ア ;fí'!.の Iも める割合が才γ'1 ，;\えさくラ iまフサアカシアが万?においても

おいても多かった。

純生産重量

/ド殺でいう純 ~t Jf(tÍllとネ半分の l し?石田づち 1;1] における最近 1 &rnnの各

もって純引反対ーのl1t定値とした〉

各部 E\・ (j)最近 1 年のlwJ]illÐ:は次のよう;として求めた。 して求

め，校l主総冠内にある斡(校'1~'I('(jより仁の gi~分の幹〕の þノ;積成長本は伎のn記長率に等しいものとして I計算

した4 )12)0 また業はその平均iii命を 2 "手と仮定し2 J12)~ 現存f 震の 1/2 とし， .吃ぷ「はすべてど内住践とした。

さら l心社どま現イj'(Ï)幹 ;J) 矢1~ との割合はこの 1 {jベFこかわらなか八たものと仮定し

て， 11Hìíjの 14予の混 iぶ量まから1. !， i:IJÎj の似の i~~t吊':j生成し~ :~>むら援とのムJこより求めた:J'。以仁の Jj?t ，~とより求

めた各総殻ìlí 1 と，その合口 1';夜である総生産量'J=: Tabl巴 8 (乙不司。

この試13主ilf(l)純生産量はモリシマアカシアラブガアカシアともに約 10ton/ha'yr曽で， Jl/ド11) のそリシ

マアカシアで iltlみ 30 ton;ha'yr. 前後， !i.長森. 1. 1.1本:2) てアサアカシアで，[，t:}"tこ 17.<10 ton/ha ・ yr.lcj士Aべると

若干しく小さく，言、たわが悶の ~~H 総lム村;であるイスノヰケ〉の 21.6tonjha'yr.，コジイ 10 )11) の 18.7. 22.7 

tonJha.yτ.，常総広築技j混合:tÆ. 5l の 20. 2 tonfha' yr. iこ Jtべてち著しく小さく，ツパ干 _M;9) の 1 1. 2 tonJhao 

yr. ，;，とほぼ (J五倣ずる{践であった c

*，!í/ ]jlt j及。);3.烈官への分配本は Tablo \}のとおりで， ~町村[.1il\ とも 14 へω分配本は密Ii!î区でやや?，Wj く，校

への分配苦手は JN~fïi:i iXでやや l~"'-.: かった。また樹援問の.U:A交では，モ 1) シマ γ カシブはフザアカシア l〈P比べ幹



7 力シず夫、川、上Jトと料 -1:37 

'[、社 b1 日 8 ， ha ウ〉六じ~~J.i 1 {ド

l¥nn_tl_a1 :i n_cre.i以m.t per heetare in t11 巴 ht.est onεy己~U

ブち f カ γ-y

Acacia dealbαtc 

3
4
J
 

r

，
、RLi - L'H 

校
13ra,I l.ch 

イ〆
)",-, 

Dry w巴ìgl1t

-1;i:1~' 
お祝日ょL

4 
J三、tυ口)

parl 

ハ

，t."; γ 

11 11. I 1(� 

Table 君、 <.(_ピハ川r -ﾎ 1-， 1 、、ノ

Ralﾍ� o! distributioD ()f ill1l1Ual product 日;?L，I Tl Ong various Of民己日日

1"!ot ,\ l 引の B ....1¥ 

Lf;<lf 
ヌ 9

~r ， ! つ (ì
ρr 

え
〆， 、

Jノ、

iヨ ranch

に、 、一，

;-J: r 〆、旬、本兵勺パ
....) -1 ピ ， -...(i) -'，.rJ 九守、句、 む、 Pム

/、

7 サア j}jT ，に、そ，ごd 守ア子J :-.アにあく、こ u 、と

午、j 、、/γγ マ7 シ Y シ1"'01 1 A 4, 21 lon f \o汁弔:，.-'[-

日以 1- ,, 13 :~. 77 to.n !t.on ・ yr.) ノイノアブJ シノ PI01 1 -/¥ :,L 00 Lon/ton � vr 、 Plot 1......1) 3.84 ton/ j_'(ド:伊

1下し、，

V ーム・ .,j , ノ

品 r バず二可 t ご c_'" ..- .，.，、 や、、 l ，~，_. 
てJ 、ノ"苛ーソ !j ;'-'ノ 昭ヘ r 、ぺ\、ヨ 、 く‘ !アカ :/γ

ο4. G. 6, 9 I. ou!ton ・ yr. ι ，;'1 お弘 /1¥ _~~ (. " .-'主 f、11i 仁 .L 、てたití~υ 〕;公!之、そ '1 シ rγ

ノ P1ot.1. A が 3♂ 51 rnS.it o:n_~~，'r.， L DG tÜDit()n~yr ，) Plot ]....._fう tγ3. G8 n1;)itりJ1・ YJ 、 1. 8:i ton !tuη ・ \Tι

P_lut 1 /\;)処 S6 m;)/[o巴。 ~lr.) LSOtunえon ~ \/1 叶 Plot J B.1. 3Sm3iton'y r., L (i'! ion' 

tリn ・ 'vr 注し
、.け、 ーも 1 一千 問、、 、門 η 

:-:')斗 7 恥 1) ソア p なン{111'')j 1: 011 似 V 1'，

ちり， ブ 1ナアカシア. :1 1,1,20 :). G m'1川j日~ vr. 、に



158 … 林業試験場研究報告第 252 -~} 

~';:きに述べたように，これらの林分の純:;HfiJ言は低かったが，モリシマアカシア lごつい c*í\í/I二 Ct.~ 監が!ß;

いということは，純向イヒヰ切り{がれの場合と大きくかわらないことから，禁盤が少ないということに起国

すると考えられるが，フザアカシアについては?菜援と同時に純 liiJ í~~干もイ丘いととによるものと思われる。
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Growth aml P:roducti()l1 Struct日r申 of Ac酷cia mollissi問。耳，vILLD. and 

A剖草cia deαlb叫ta LINK in Saijo Experﾌme:ntal Stund 

'1、akash i. ANDO and Ikuo 1'AKEucHf 

Summ.al'y 

Sa�o experimental stand of Acacia moliissi問。 and .4cacia dealbala was established in March 

of 1963 in Ehim世 prefectuτe， Shilくりku ， planted w�h 2,000 !1o.Jha and 4，加o no.!ha of origin乱i

planting d巴nsíty.

In this repoτt ， the gro'Nth and productiof] structure ()f five屯 year-old stands Ol both specì色S
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in Sa�o experirnental 5í 乱nd 乳re described. The 日tatus of observed stands are shown 匤 Tabic L 

'1'he fiεkl work むf this study was done in Novelnb己r of 1967，ドrom 巳ach plot, e�hl; 5arnplE 

trees of various size cov巴fing the whole range o� D‘B. IL d�tribut�n of the 010t wεr日 fel1ed

ancl thc stcm, b1'anch多 Jeaf and flower bud of each tree were separately weighed according 

1:0 1:he 8t 1'乱tified clip tεdmiqu(8 ) ， and the root system of three s舁nple trees ()f fell日d treωIII 

each plol: w山市開s\lred， '1'hεfie1 d dai 日aI下 conv日rted into oven.dry weight. .Mεasured data 

of samp� trees Í n.日乱ch plol. 品re 日hown in T'able 3. 'J、he biomass pεr pJot was estìm乱t日仁1 by 

th己 111ι、thod of basal area l'設tio estlrnatel ヘ 1、he vert兤al d�triblltions ()f the bioma日s p己 r

ho:rizontal layer and per plot <lre shown in '1'alコ1e 4 ,,7 and F刕. 1 ，、λ;;. '1'he stcm volum日乱立てl

standing c:rop of thes巴 stands 註re considerably lower \h註n the value of yOllng sl:and of Ac官cza

nw!!issim� by TH1AKj12) and Aじ acia derょlbatαby 1イ HjtMORf &. .YAM 主 .MOT02 ，)，出pecially， the arnormt 

of leaves vvas )}O more 1:han 2 ,,<3 toη!ha for Acacia mollissima and ahout ;) ton!ha fo1' /lcacia 

どたどlibala. R巴Ja山市 proportion ()f the bìomass ぱ国ch tree organ per plot and pcr hofﾌzontal 

layer 品工 e s!Jown in Fiふ ,k-4. 

N臼t procluct�n was es1.im品t印] a.s I:he sum of the biorml日日 newly producむd dur�g the lai:est 

引11('， year. ~rhe arnount of grc)¥vth in S1:en1 \va日 directly calculated by the technique of si 合m

analysis , that in brandl W鑛S est匇atcd 011 th 日 ass日mption of the growth ratc 絜 branches 

bdng e(jual 1:0 that ﾌll stem existing in 1:h日 canopy.J12J ， th乱t 匤 lcaves as OilE十half of the biomass 

of leaves2)12¥ aud that in 1・oot syste.rn. \v乱s estﾌmated on 1:he assu_mption of thε 1'at 1.o of stcm 

biomass 1:0 root syst己111 biom乱58 of 1as1: year b t11e sarne for the pr巴sellt'へ 'rhen ， the net 

pr()duction v丘l u.e w礼自己stiHVlt日d <11: about 10 ton!ha.yr. in both species n'abIe 8). 'rhese 了託 1

productioll are 正 onsiderably lower 1:han :0,0 ton!ha.yr. 絜 t11e fìve-yem ぺJd st呂nc1 for A.cacia 

月wllissíma by TλDAKI12 ) and 17 ヘ，30 j:on/ha.y:r. .in the fou1"year-olcl stand for Acacia dea!bata by 

f ,"'U Jl MOHJ &-:.. ):,. AM.AM倢f(2). N杷t ass.i.rni1呂tíon τa1:e ()f boLh sp己仁ies ， about 4 ton/toll.yr. , i.s the s社me

as ~.rADAKI~S valu巴 for Acacil1 1Jl o!!ìssima12九 but lower than FU)[MORJ 紘 YAMAMOTO'S value 101' !l.cacia 

rlca/bata2' _ S仁" 咜 � consid己red that t11巴 low巴r net りIoduction abワve mentioned fo1' AcaGﾌa 

mol!issima 﨎 caused by the lower amount of Ieaves, and thal: for Acacù, dealbata by the lower 
amount of k乱ves and lower net ass匇i1ation rate. 

Th日 value of sl ヒm proc)ucti.Oll per y日ar pe:r unit amollut of leaves i8 3'::) , . :';,7 1113;lon 事 yL and 

1.9, ,2.0 ton!ton.yr. in two plots of !l.cacia 押wllissima、 and :Hì ヘ，4..4 f113jl:on.yr. and 1.5 --1.71:011; 

ton 宿 y r. 1'01' Acacia dealbαt仏




